
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 3年 前期 

科目名 小児看護学 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 2単位 60時間 授業形態 演習 

担当教員 濵園 環 ・ 後藤千佐子 

メールアドレス t-hamazono@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 
何時でも可 

(事前アポイント必要) 

 

授業目的 

子どもの健康障害の特徴や代表的な疾患についてとそれらに伴う状況での援

助方法を学修する。さらに、小児看護を実践するうえで必要な看護技術を理解

し、技術を学生が主体的に習得する場を提供し、看護実践力の向上を図る。 

授業概要 

健康障害のある子どもとその家族のおかれている様々な状況の特徴と援助方

法を学修する。さらに小児特有の疾患の特徴と看護の基本を学び、事例による

看護過程を展開することで、科学的根拠に基づく対象に応じた看護の在り方を

学修する。また、子どもと家族への支援に必要な日常生活援助技術や看護技術

の基本をモデル人形を用いた演習で実践的に習得する。 

授業計画 

様々な状況にある子もと家族への看護 

第 1 回 健康障害が子どもと家族におよぼす影響と看護(濵園) 

第 2 回  入院する子どもと家族への看護(濵園) 

第 3 回 在宅療養する子どもと家族への看護(濵園) 

第 4 回 外来における子どもと家族への看護(子どもの虐待と看護含む) (濵園) 

第 5 回 検査・処置を受ける子どもと家族への看護(濵園) 

第 6 回  手術を受ける子どもと家族への看護(濵園) 

第 7 回 予後不良な子どもと家族への看護(濵園) 

第 8 回  子どものヘルスセスメント(濵園) 

特別な支援を必要とする子どもと家族への看護 

第 9～10 回 「脱水・嘔吐・下痢」「感染症」(濵園) 

第 11～12 回 「呼吸器系・消化器系」「川崎病」(濵園) 

第 13～14 回 「血液・リンパ系」「循環器疾患」(濵園) 

第 15～16 回 「腎・泌尿器疾患」「発達障害」(濵園) 

第 17～18 回 「代謝・内分泌疾患」「神経・筋・疾患」（後藤） 

第 19 回 「遺伝性疾患・染色体異常」（後藤） 

第 20 回 「重症心身障害児」（後藤） 

第 21～24 回 演習:看護過程の展開 事例紹介～まとめ（後藤・濵園） 

第 25 回 演習:子どもへの日常生活援助技術:食事(離乳食・調乳/授乳) 

第 26 回 演習:子どもへの日常生活援助技術:排泄・抱っこ 

第 27 回 演習:子どもへの小児看護技術: 身体計測・バイタルサイン測定 

第 28～29 回演習: 子どもへの小児看護技術:検査・処置を受ける子どもの看護



（与薬・点滴・骨髄穿刺・腰椎穿刺など） 

第 30 回まとめ 

教材 

参考文献等 

【教科書】 

『系統看護学講座 専門分野 小児看護学概論 小児臨床看護総論 小児

看護学①』、奈良間美保他 著、「医学書院」、2022年 

『系統看護学講座 専門分野 小児臨床看護各論 小児看護学②』、奈良間

美保他 著、「医学書院」、2022年 

『根拠と事故防止からみた小児看護技術』、浅野みどり 編集、「医学書院」、

2020年、第 3版 

【参考書】 

・森川昭廣ら編集、標準小児科学 第 8版 医学書院 2015 

・岡田正監修、標準小児外科学 第 7版 医学書院 2017 

成績評価 

基準・方法 
➀定期試験 70％ ➁演習課題 20％  ➂事例課題 10％   

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

本科目を修得していないと小児看護学実習は履修できません。 

本科目は、既習科目である小児看護学概論、子どもの形態的・機能的特徴や疾

患の知識が重要となるため、復習を行い講義に臨んでください。 

※看護過程 4回、演習など講義内容・順序は変更する可能性があります(第 1回

目講義で説明します)。 

実務経験のある

教員の教育方法 

 看護師としての小児病棟・小児科病棟および児童養護施設での実務経験を活

用して教授します。また,視聴覚教材の活用,育児用品や離乳食・医療機器の実

物に触れる体験学習,小児看護特殊技術のシュミレーション学習,ケーススタデ

ィにおける問題解決学習・グループワーク・ディスカッション・プレゼンテー

ションなどアクティブラーニングを用いた教育方法を用います。 

 


